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１　はじめに

　　「おおさかカンヴァス推進事業」は「大阪文化振興新戦略」に基づき、『「大阪の街を使いこなす」～都市全体を発表の場に！』と『「府民の思いを都市づくりに活かす」～官民協働のプラットフォーム』の二つの戦略のもと、大阪のまち全体をアーティストやクリエイター等の発表の場として活用し、大阪の新たな都市魅力を創造・発信しようとするもので、平成22年度より府内全域で開催しています。公共空間とアートのコラボレーションによって、都市や地域の新たな魅力を発見・発信することと、アーティストやクリエイターが、アイデアと想いを実現できる機会を得ることを目的としています。
　　
　　当該事業は平成22年度からスタートし、大阪府域全域の公共空間を活用して、多様なアート作品を２３点選定しました（発表は２２作品）。平成２３年度は、４３作品を選定し、10月末の「水都大阪フェス2011」会場での展示を皮切りに、順次、発表・展示しています。

「おおさかカンヴァス推進事業あり方検討委員会」は、「おおさかカンヴァス推進事業」について、大阪府文化振興会議による事業検証・評価と関連させながら、今後の事業の方向性について検討するために設置したものです。検討委員会の委員は大阪府文化振興会議から5名を選定し、新たな委員会として設置しました。

本報告書は、これまでの「おおさかカンヴァス推進事業」に関する検討内容をまとめ、今後の「おおさかカンヴァス推進事業」の方向性について提言を行うものです。





２　検討経過

　【文化振興会議による事業検証・評価】

　（１）現地視察の実施
　　　○視察作品　b.（ビードット）作「b.friends on the wall」
住之江区北加賀屋
（木津川防潮堤壁面のウォールペインティング）
　　　○作品説明　「ギリシャ出身のアーティスト、ｂ．（ビードット）が100ｍにわたって描いたウォールペインティングはカラフルでコミカルな宇宙人。彼らが手をつなぐことで示す友情をすべての地球上の人々へ、というメッセージが込められている。制作中、ワークショップも開催され、地元の子どもたちが宇宙人の衣装を描いた。行き交う車の粉塵で汚れた防潮堤が地域から愛着を持たれる空間へと生まれ変わり、芸術で地域を再生・発信していこうとする周辺エリアの取り組みに魅力的な拠点がひとつ加わった。」
　　　○視察内容　作品コンセプト、作品現況、地域連携の状況、周辺状況、その他

　（２）平成22年度事業の検証・評価
　　　○検証・評価シート（別添）による事業プレゼンテーション
　　　○文化振興会議委員による二次評価（委員意見別添）
　　　　　事業自体は文化振興新戦略の戦略目標の達成に概ね寄与している。
　　　　　今後、事業を効果的に展開、継続してくための留意事項として、
・アーティストへのサポート、メディアへの活用など、継続性を保ち、作品のつながり、地域的な広がりを実現していくべき
　　　　　・まちづくり事業との連動性を広めていくべき
　　　　　・アートマネジメントのできる人材の安定確保が必要

　【「おおさかカンヴァス推進事業あり方検討会」による検討】
　
（１）第１回あり方検討会の開催
　　　《検討の視点》
　　　　①　事業継続の当否
　　　　②　来年度の事業のあり方
　　　　③　将来的な事業の方向性等

　《主な委員意見》
①　事業継続の当否について
　　・各委員とも事業継続の立場で発言
・事業を継続させる上で、カンヴァス事業の目的を明確化すべき
（アーティスト支援なのか都市魅力発信なのか、プロのアーティストが発表しやすい場作りなのか府民レベルの作家が発表できるようにする場作りなのか）
・アートで街づくりをするにはかなり時間が必要のため、長期的に継続していくべき
・アーティストの視点だけでなく、府民の視点を強調すべき。地域と連携し、住民との関わりを創出できるようなスキーム作りをすべき
・まちづくりと連携させるため、例えばまちを面白くするようなテーマを設定して作品を募集し、地域との連携により力を入れるべき
・カンヴァス事業で蓄積したノウハウを蓄積・公表し、府民の公共空間利用を促進したり、同様の事業への府民の参画意欲を増進させるような形で還元してくべき

②　来年度の事業のあり方について
・事業目的を絞り込んで実施すべき
・地域の要望を作品テーマとするなど、住民との関わりを創出すべき
・地域課題を解決しようとしている地域と連携すべき
・公共空間を活用するという目的を鮮明にするため、より規制が厳しい場所へ挑戦すべき
・アーティストだけでなく、規制緩和をしている人（施設管理者等）やスタッフなども含めて、作品に関わっているすべての人の活動が作品というような意識付け、人を巻き込んでいくスキーム作りを行うべき
・アートマネージャーの雇用が継続できるようなスキームも検討し、府は本気で人材育成をに取り組んでいるという姿勢をアピールするべき。

③　将来的な事業の方向性等について
　　・カンヴァス事業の理念や事業精神は、江之子島アートセンターに引き継いでいくべき。
・公共空間で何かしたいと思う人が、いつでも相談できるような体制を作っていくべき（カンヴァス事業の精神は継続すべき）
・行政と地域活動を行っている人（住民等）との間を調整する、中間組織的な組織を育て、移行していくべき
・アーティストが自立することは難しい。アーティストの活動をサポートするため産業や観光と連携できるようなスキーム作りをすべき
・できるだけ協賛企業を獲得していくべき。また、単なる企業協賛だけではなく、企業や住民など多様な人を巻き込むスキームが必要。
・大阪のアーティストをフューチャーし、地域の住民が応援・参画するようなスキーム作りをすべき

　（２）第２回あり方検討会（持ち回り開催）
　　　委員意見を踏まえて提言内容をとりまとめ






　　　　
３　「おおさかカンヴァス推進事業」あり方検討会の提言

	【事業の現状認識等】
文化振興新戦略に定める戦略目標、①大阪の街を使いこなす、②府民の想いを都市づくりに活かす、という目標実現に向けた事業手法や到達点について



○平成22年度「事業の創世期として」
高いクオリティを有した作品を確保するとともに、これまで個人では実現できなかった公共空間を活用した展示、発表を実現した。
公共空間を使った事業成果を広く周知することで、都市魅力の向上と、アーティストにとって魅力あるまちとしてのメッセージを発信した。

　○平成23年「事業の発展期として」
　　　作品のクオリティを一定確保しながら、作品数の増や多様化を図り、より広く、多様なアーティストの参加を図り、事業の裾野を拡大した。
　　　さらに、作品の集中展示などインパクトのある展示方法を工夫し、メッセージ性の強化を図った。

　○現状到達点等について
　　　府自ら規制緩和等の調整役に徹し、公共空間を提供、活用する可能性を広げ、アーティストの活動をサポートするという事業手法については、戦略目標の達成におおむね寄与していると評価。
　　　しかし、現時点での事業効果はまだまだ過渡期にあり、事業を直ちに廃止することなく、大阪の都市魅力の向上や、地域資源の発掘、アーティストの活動機会の提供のため、継続的に実施すべき。




	【提言１】事業を継続させるための留意点



①　アーティストへのサポート、メディアへの活用など、継続性を保ち、作品のつながり、地域的な広がりを実現して多くの人の参画を促すべき　　　
②　地域やまちづくり事業との連動性を高めていくべき
③　アーティストだけでなく、アートマネジメント等の人材育成のしくみを組み込んでいくべき

	【提言２】平成２４年度事業について　～事業の安定・定着をめざして～


　都市魅力の発信とアーティストへのメッセージを強化するため、クオリティの高い作品を数点確保するとともに、過去の優秀作品を活用した展示方法の工夫を行うこと。
　また、住民や施設管理者等との連携を深め、できるだけ多様な人の参画を促すとともに、企業協賛の確保や、他事業との連携などにより事業の効率化に努めるべき。
　
	【提言３】事業の将来のあり方について　～事業の継続深化をめざして～


　過去の実績とノウハウを活かし、さらなる効果、効率性を高めつつ、行政主導から、アーティストの自主性・自立性を確保した事業スキームに次第に転換させていくべき。
　また、アーティストを支援するための体制を整備し、カンヴァス推進事業の公共空間を開放するという理念やスキームは継続させるべき
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